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2023 年 9 月 7 日に打ち上げられた X 線分光撮像衛星 XRISM に搭載された軟 X 線撮像装置 Xtend は、X
線望遠鏡 XMA と軟 X 線撮像検出器 SXI で構成される。SXI は、4 枚のX線 CCD を田の字状に配置すること
で、 0.4 – 13.0 keV のエネルギー帯域において 38′ × 38′ の広視野で分光撮像観測を行うことができる。CCD の
データから入射 X 線の情報を正しく得るためには、正確な応答関数が必要不可欠である。SXI の応答関数は、地
上試験で得られたデータを元に入射 X 線のエネルギーに対する関数でモデル化されている。そこで我々は、超新
星残骸 1E 0102.2-7219 や、超新星残骸 N132D などの軌道上で観測された天体のデータを用いて、地上試験で構
築された応答関数が十分に正確かどうかを検証した。その結果、この応答関数で解析を行うと天体由来の輝線の
幅を過大評価してしまうことが判明した。この問題を解消するように応答関数を表すモデルのパラメータを補正
する必要がある。現在我々は上述した軌道上データをもとに応答関数の再較正を行っている。本講演では、応答
関数を軌道上で検証、較正する方法、及び現状の応答関数の較正精度について報告する。


